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改善計画

（　　　２７年度末時点）

利

用

者

支

援

の

た

め

の

書

式

の

変

更

施設では、前年度までに個別

支援計画書やモニタリングの

書式を変更して利用者本位の

支援となるように計画を策定

し、進捗状況が確認できるよ

うにしました。また、アセス

メントの書式も利用者要望が

反映できるように作り変えま

した。しかし、この新しい書

式が旧来のものと比べてどれ

だけの効果があるのか結果の

検証が出来ていません。これ

らが形ばかりのもねのになら

ないように、よりい一層利用

者支援に役立つツールとして

プロジェクトチームを組むな

どして、必要に応じて実証・

改善していくことを期待しま

す。

　検証という作業は、実証的な

ものとして、数値化することは

難しいですが、個別支援計画一

覧表を作成して、定着しつつあ

ります。担当ではない利用者の

個別支援目標を確認することが

必要に応じてでき、２年目にき

て定着してきました。このあと

は、アセスメントの書式を効果

的な支援につながる内容に改善

をしていく計画です。

目

標

の

着

実

な

実

行

と

書

類

の

整

備

中期計画到達目標に基づき

「平成２７年度施設目標、財

務基盤の安定化が３項目、人

材育成が５項目、人事制度・

法人の組織強化が３項目の合

計４３項目の施設目標が設定

され、担当者、具体的計画、

実施スケジュール等も含め、

計画面は明確です。一方、施

設長は計画に対して着実に実

行するための進捗管理や書類

の整備には不得手なところが

あると認識されています。効

果的な進捗管理や書類整備方

法について職員のスキル・認

識向上についての改善が課題

です。

　施設目標の進捗会議は定期的

に実施し、全員で進捗管理を進

めるところです。なお、書類面

については、毎月初日に実施状

況を報告する方法で進める予定

です。

　現在、アセスメントの書式を

プロジェクトチームで改善中で

す。作業面の項目は既に完成

し、生活面の項目ができつつあ

ります。この後、職員会議でこ

のたたき台を基に意見を主役し

て、完成していきます。

　目標進捗会議を２ヶ月に１回

の割合で進めています。

　また、過去の個別支援計画や

モニタリング、アセスメントに

ついて、全員のケースについ

て、パソコンから、ペーパー

ベースのものとして、利用者

ケース台帳に綴る作業を進めて

います。

私たちの施設は、「福祉サービス第三者評価」を活用して、利用者サービス向上のために常に努力して

います。A1:F14

「福祉サービス第三者評価」を踏まえたサービス改善計画・実施状況

きね川福祉作業所

実施状況

（　　　２８年10月1日時点）

保

護

者

会

の

参

加

促

進

月１回保護者会を実施し、家

族等と情報交換しています

が、家族等の高齢化などによ

り保護者会への出席率が減っ

てきていて、事業所としても

課題ととらえています。利用

者の高齢化にともない、家族

等との連携はさらに必要に

なってきます。情報提供は、

月末のおたより、保護者会資

料、アンケートなど文書でも

可能なこともあり、保護者会

の内容も、連絡と報告だけで

はなく、行事や参観などと抱

き合わせるなどの工夫が求め

られます。家族等の負担感を

減らしろ、参加率を上げるた

めに、保護者会の方法につい

て、家族等と意見交換するこ

とが期待されています。

 利用者の高齢化も進んでいま

すが、ご家族の高齢化による諸

課題も出現してきています。ま

た、一方で、高齢ではない保護

者も就労している方も多く、月

１回の参加でも難しい方も増え

てきているところです。しか

し、参加促進のために、勉強会

のような企画も実施する計画で

す。

　なお、保護者の高齢化にとも

ない、計画相談支援との連携な

ど、個別の相談対応で、家庭訪

問や電話での相談などが今まで

以上に必要性が高くなっていま

す。

　保護者会の参加状況は１０数

名と昨年度と横ばいです。様々

な情報提供を行うと共に、企画

として１１月に御殿場にある法

人の入所施設、さくら学園の見

学会を予定しています。今後

も、勉強会といての企画を立案

して、実施していく予定です。

※「項目」は、第三者評価における「さらなる改善が望まれる点」などを参照に、施設が独自に決めています。

※第三者評価（又は利用者に対する調査）の結果は、施設において公表しているほか、「とうきょう福祉ナビゲーション」によりインターネットでも閲覧できます。

※この様式は、「東京都民間社会福祉施設サービス推進費補助金交付要綱」等の規定に基づき、利用者の皆様にお知らせするためのものです。
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